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第13回 近畿松江会 

総会・懇親会 報告 

 

第13回近畿松江会総会・懇親会は好天に恵

まれ、5月27日（日）11時から新大阪のニュ

ーオーサカホテル 3Ｆの淀の間で、ご来賓 27
名、会員・会友 70 名、計 97 名のご参加をい
ただき、盛会裡に開催いたしました。 

 

◆総会 

常任幹事の鶴羽孝子さん（西持田町）の司会

で、最初に小川龍朗副会長（島根町）から、会

員の皆様にご参集いただ

いたことへの御礼の「開会

のことば」で始まりました。 

続いて、「会長挨拶」を

伊藤征治会長（北堀町）か

ら申し上げました。（詳細別掲） 

伊藤会長からは、皆様に、この一年ぶりの懇

親の場を楽しく過ごしていただくのが一番の

目的であることと、今後とも松江会が継続して

開催できるようご協力を仰ぎたいとのお願い

がありました。 

また、来年5月16日から前回から10年ぶり

の「ホーランエンヤ」が開催されることが本決

まりになったことを紹介され、来年はこの機に

合わせてこの松江会も松江で開催する計画を

始めたこと。また、今年11月10日に近畿島根

県人会の総会が開催されるが、その実行委員長

を、今年は松江会会長がつとめることになって

いるので、皆様には島根県人会にもご参加いた

だければ幸いであること、の二点を紹介されま

した。 

続いて、所定の「総会議事」に入り、議事は

竹谷奬事務局長（八束町）から平成29年度事

業報告と決算報告がなされ、木原貢監事（宍道

町）から監査報告がなされ、満場の拍手でご承

認をいただきました。次いで、平成30年度事

業計画と予算案について竹谷奬事務局長から

報告があり、同じく承認をいただいて、議事は

無事に終了いたしました。（詳細別掲） 

その後、井上隆吉副会長（上東川津町）より

ゴルフ同好会の活動状況とご参加のお誘いが

ありました。 

最後に押田良樹常任幹事（大庭町）から「総

会の閉会のことば」として、

皆様のご協力に御礼を申

し上げ、総会はすべて無事

に終了しました。 

また、ご自分が昨年この

場で、高橋一清松江観光文化プロデューサーが

「松江と水」の関係について話されたことから

ヒントを得られて、「松江の橋めぐり」をする

と広言をされたことについて以下の中間報告

をされました。 

松江市全体では約 1,200本弱、旧市内で約

560本の橋があってまさに水の都にふさわし

い状況であるが、この一年、松江に帰るたびに

橋を訪ね歩いているが、結果はまだ61本で「日

暮れて道遠し」とため息をつくような思いであ

る。しかし、おかげで深くは知らなかった松江

のあちこちをあらためて知ることができて楽

しくも思っている、というご報告でした。 

◆講演 

本年度の講演は、渡辺悟常任幹事（北田町）

の司会で、音楽監督の朝枝信彦先生にトークと

ヴァイオリンの演奏をいただくという形でお

こなわれました。 
朝枝先生は、元マンハイム国立劇場管弦楽団

コンサートマスターで、2015 年よりご縁があ
って「松江クラシックス音楽祭」の音楽監督を

されており、松江との出合いや、音楽祭との関

わりについての興味深いお話をいただき、その

間に、バッハ作曲「無伴奏パルティータ No.3
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ホ短調」から「プレリュード」、「ガボット」、

「ジーグ」の３曲を演奏いただきました。 
フレンドリーなトークと、バイオリンの澄ん

だ音色が会場を包み、ゆるやかな時間が流れま

した。（詳細別掲） 

 

◆懇親会 

休憩の後、お待ちかねの懇親会が茂居理智子

常任幹事（竪町）の司会で始まりました。 

最初に、木村恵吉常任幹事（雑賀町）から、

「開会のことば」で、懇

親会の終わるまで明るく

楽しくまいりましょうと

いうご挨拶をいただきま

した。また、カメラ得意

の木村様からは、松江の四季折々の写真を近畿

松江会のホームページに、風物詩として掲載し

ているので是非ご覧いただきたいとのご紹介

もありました。 

続いて、ご来賓を代表して松浦正敬松江市長

の「祝辞」をいただきました。松浦市長からは

近畿松江会の松江市に対する日頃の活動に対

する感謝の言葉をいただくと同時に、４月より

中核市になったことのご報告と、住みやすさな

ど、若い方が定着しやすい各面での街づくりに

今後とも力を注いでいきたいという力強いお

話を頂戴いたしました。（詳細別掲） 

続いて、田中裕子常任幹事（石橋町）から、

「来賓全員のご紹介と祝電披露」をおこないま

した。また、錦織裕司松江市観光振興部長から

は、松江市における今年

度の「不昧公 200 年祭」
の模様や、来年開催され

る「ホーラーエンヤ」の

ご紹介をいただき、沢山

の皆様が打ち揃って松江にお帰りいただくよ

うにとのお誘いをいただきました。 

そして、待ちに待った「乾杯のご発声」を森

脇勇人松江市議会議長にお願いをいたしまし

た。森脇議長からは松江商業野球部時代の思い

出に触れられながら、スポーツの振興という観

点でも松江市のために尽くしていきたいとの

力強いご挨拶をいただき、全員声高らかに「乾

杯」をして、会食・歓談へと進みました。 
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なごやかな懇親会がテーブルごとに、またテ

ーブルを超えていつまでも続くかと思われる

ほどでしたが、松浦市長、松江市の幹部の皆様

が帰松の途に

つかれるのを

全員でお見送

りした後、恒例

の最後の大行

事、「福引き大抽選会」に移りました。 
空くじなしでの、豪華な松江産品の福引大会

を混乱もなく終えるのは至難の業なのですが、

司会の茂居さん、竹谷幹事長、そして役員の皆

様のご協力のお蔭で、今年も無事に終えること

ができました。皆さん、ご苦労さまでした。 

こうして賑わうなかを、会歌「ふるさと松江」

を大合唱してふるさとに思いを馳せた後、いよ

いよ近畿島根県人会戸津川明克会長にお願い

して の「万歳 三唱」と なりまし た。

 
戸津川会長からは、松

江はいろいろなすばらし

い財産を持っている上に、

今度は朝枝先生のような

方のソフトの力が注がれ

るということで羨ましい

限りだ、と言うお言葉をいただきました。有難

く、謙虚な気持ちで受け止めさせていただきた

いと思います。 

 

最後に「閉会のことば」

を松本耕司常任幹事（上本

庄町）から申しあげ、来年

の再会を約してなごやか

な裡に解散いたしました。 

また、「書籍販売」では、池田喜美代様（石

橋町）、山嵜麻里子様（石橋町）に松江が誇る

地域文化の情報誌「湖都松江」35号の販売の

ご協力をいただきました。お二人には紙面をお

借りして厚く御礼申しあげます。 
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ご挨拶「第13回近畿松江会総会・懇親会によせて」  会長 伊藤征治 
去る5月27日、略一年振りに会員の皆様、ご来臨戴きました方

々にお会いし、限られた時間ではありましたが、わいわいがやがや

と賑やかに旧交を温めるひと時を共有させていただきました。 

 

私自身平成25年以降、素晴らしいスタッフの皆さんのご支援ご

尽力により5回目の総会・懇親会に関わらせていただきました。何

時の場合も開催前は、ご出席戴いた方々にお喜び、お愉しみ戴ける

だろうか、終了後の反省では次回以降もお気軽に、お気持ち良くご参加戴けるだけの対応が

出来ただろうか？の連続ですが、スタッフのチームワークよろしきを得て、そして何よりも

ご出席戴きました皆様の変わらぬご支援・ご鞭撻により今回も無事終了する事が出来ました。 

毎回の事ではありますが竹谷幹事長から、事前にご出席の方々のご芳名をお聞きし、毎回

ご出席戴いておられる方、前回までご拝顔に接していましたが今回ご欠席される方、あるい

は久し振りにお会いできる方々に想いを致して当日を迎えている次第です。 

 

また、会員からのお誘いにご対応いただき、初めてご参加いただき、これを機会に当会の

趣旨にご賛同の上、早速会員にご加入戴きました方々には、大変力強いご支援と存じ、有り

難く感謝申し上げる次第であります。今後とも末永くご支援、ご鞭撻の程宜しくお願い申し

上げます。 

 

風土・風習・歴史等々素晴らしい故郷『まつえ』を共有する者の一人として、当会を次世

代へ継承して行くことが私自身の務めと思っております。然り乍ら、ご多分に漏れず少子高

齢化の波は当会にも間違いなく寄せてきており、次世代への継承にはいろいろと苦慮すると

ころであります。 

当『近畿松江会』も漸く十三年を重ねてきましたが、出身地が松江市、或は松江市に関わ

りのある方の中には、未だ当会の存在自体をご存知でない方々が大勢いらっしゃることと承

知しております。そこで、私達関係者といたしましては、 

◎専任の担当者により『近畿松江会ホームページ』の更新、お知らせ等でＰＲに務めてお

ります。 

◎各高等学校近畿地区同窓会への働き掛けにより、『近畿松江会』のことを更に多くの 

人に知ってもらえるよう、務めております。 

皆様におかれましても、他の会合等で松江関係の人にお会いされました際には、是非とも 

『近畿松江会』のＰＲにご協力の程、宜しくお願い申し上げる次第です。 

 

私は、最近は月２回の松江市からのメールマガジンで、松浦市長様からのメッセージ、松

江市の動き等を拝見するのを楽しみにしておりますが、今年は◎不昧公200年祭が4月から

始まり、◎昨年11月に決定していた中核都市（全国54市)仲間入りも4月から本格スタート

し、◎昨年、当会でご講演頂いた「国引きジオパーク構想」が、『島根半島・宍道湖中海ジオ

パーク』と名前を替えて日本ジオパークに認定されるなど、松江市は盛り沢山の行事が予定

され、メールマガジンの話題が尽きることもありませんでした。 

このご多忙の中を、例年通り近畿松江会総会・懇親会に松浦松江市長様はじめ各部署 

責任者の皆様のご来駕を戴きました。更には戸津川近畿島根県人会会長様はじめ日頃何かと
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ご昵懇戴いております各方面の皆様のご来駕を戴きました。会員を代表致しまして厚く御礼

申し上げます。本当にありがとうございました。 

 

私ども役員と致しましては、古き良き文化・伝統のある、何よりも人間関係の温かい故郷

を共有している近畿松江会の更なる発展と、会員皆様相互の親睦を図り、郷土の発展と活性

化に積極的に貢献できますよう、微力ながら注力したいと思っております。 

会員の皆々様のご健勝をご祈念申し上げますとともに、引き続きご指導・ご支援の程、紙

面をお借りしてお願い申し上げます。 

以上 

 

【追記】最後になりますが、私から皆様に下記二つのお願い事をさせていただきます。 

 

（１）その一つは、来年、故郷松江で 10年ぶりにおこなわれる『ホーランエンヤ』に参加

するため、当会として『バスツアーを企画する』というご案内です。 

  

この船行列は、城山稲荷神社の式年神幸祭で、ご神体を載せた船団が宍道湖・大橋川・中

海・意宇川を通り阿太加夜神社に渡る『日本三大船神事』の一つ、『渡御祭』です。 

この文化遺産を全市民あげて保存し次世代に引き継ぐため、今回から10年ごとの開催と定

められましたが、2019年5月18日が「渡御祭」、22日が「中日祭」、26日が「還御祭」と具

体的な日程も定められました。 

近畿松江会としては、来年の近畿松江

会総会・懇親会をこの日に合わせ松江で

おこない、ホーランエンヤ見学とセット

の『バスツアー』として企画することと

しました。ホテルの手配、バスの手配等

の概略が固まりましたら、速やかにご案

内を差し上げる予定ですので、来年5月

にはご家族、ご友人などの多数のご参加

をお願い申し上げます。 

 

 

（２）今一つは、本年11月10日に予定されている『第 56回近畿島根県人会総会・懇親会

』のご案内についてです。 

 

本年は、私、『近畿松江会会長』が実行委員長となり『近畿安来会』『関西奥出雲会』三地

区の共催で既に準備を進めているところですが、折角の機会ですので盛会でありたいと心よ

り願っているところでございます。 

県人会に登録をされている方には8月末までには県事務所から案内が発送される予定です

が、登録をされていない方、初めての方も大歓迎ですので、どうぞお誘いあわせの上、沢山

の松江市・島根県ご出身者のご参加をお願いする次第です。 

（初めての方の県人会参加申し込み手続きは近畿松江会ＨＰをご確認ください。） 

                  以上 
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近畿松江会の皆さまへ  松江市長 松浦正敬 
皆さまこんにちは。第 13回近畿松江会総会・懇親会の開催、誠におめ

でとうございます。皆さまには平素よりふるさと松江を愛し、さまざまな

活動を行っていただいていることに心から感謝を申し上げます。本日の講

演会では、世界的なバイオリニストである朝枝先生からお話と演奏をして

いただくことになっています。朝枝先生には松江クラシックスの音楽監督

として、先日も松江城馬溜で初の野外コンサートを開催されました。私も

当日会場で、その演奏の迫力に圧倒され、新たな文化のうねりが松江に起こりそうな予感に感動

しました。今後、日常生活のなかでクラシックを楽しむ、そういうスタイルが定着し、音楽を通

じたまちづくりへと発展していくことを期待しています。 

また、この 4月から中核市となり、これまで行ってきた介護・福祉に加え、医療的なケアが必

要な乳幼児の支援や感染症対策をはじめとする医療行政の一翼を担うことになりました。これに

より、市民に身近なサービスのほとんど全てを一体的に提供することができる体制が整ったとい

えます。人口減少社会に突入し、国との関係、地方自治体同士の関係、行政と市民との関わり方

も大きく変わりつつあるなか、最も市民に近い基礎自治体として、より一層責任ある立場で市民

サービスの向上を目指してまいりたいと思います。 

 そして、今年は松平不昧公の没後 200年という節目にあたります。4月からは「不昧公 200年

祭記念事業」と銘打ち、気軽にお茶を楽しめることを主眼に、茶の湯文化を内外に発信する取り

組みを展開しています。加えて、来年5月には10年ぶりにホーランエンヤが開催されます。来年

は改元元年で、明治22年の市制施行から130周年にあたります。こうした記念の年に、一大伝統

行事が開催されますことはたいへん意義深く、多くの方々に日本一の素晴らしいホーランエンヤ

が披露され、その感動が全国に発信されるよう取り組んでいきたいと思います。 

 そういうなかで、先般、日経ＢＰの調査「全国自治体子育てランキング」で松江は全国 11位、

中四国 1位となりました。長年、取り組んできた子育て環境日本一の取り組みが高く評価された

ことをたいへん嬉しく思います。いま、私たちは、これからの松江を将来にわたって、持続的で

魅力あふれる「選ばれるまち」としていくことを目標に掲げ取り組んでいるところですが、今回

のニュースは、私たちの地方創生の取り組みに大きな弾みがつくものと感じています。今後とも、

さまざまな関係者の皆さまと一緒になって、粘り強い取り組みを進めてまいりますので、皆さま

のご支援、ご協力をよろしくお願いします。 

最後になりますが、近畿松江会のますますのご発展と、会員の皆さまのご活躍を祈念してごあ

いさつといたします。 
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近 畿 松 江 会 こ の 一 年 

平成２９年６月～平成３０年５月まで 

 

平成２８年（７月～１２月） 

☆７月２１日（水）７月期 三水会 

 ・第１２回総会・懇親会総括及び収支について 

  

☆８月２２日（火） 

・双樹学院へ平成２９年度第２回支援金を贈

呈しました。 

 

☆９月２０日（水） 

・９月期 三水会 

 会報発行について 

・松江市立八束学園（小中一貫校）８年生２３

名が天神橋３丁目「天三おかげ館」にて大阪

商人の心得を受講し、２丁目及び３丁目、２

箇所で八束（大根島）特産品（牡丹苗30鉢、

はまぼうふうの漬物70個）の販売と観光Ｐ

Ｒを6名の役員が応援しました。 

 

 

 

 

☆１０月２日（月） 

 ・会報第１０号発行・発送 

  

 

 

 

 

 

 

☆１１月１０日（木） 

 ・第１２回近畿松江会ゴルフ大会 

１８名参加 優 勝 和田 寛さん 

        準優勝 松尾年浩さん 

３ 位 神谷紀男さん 

 

☆１１月１０日（木） 

・第５０回近畿島根県市町村人会親睦ゴルフ 

大会に出場しました 

 

☆１１月１２日（日） 

 ・第５５回 

故郷応援団～みんなで楽しむ近島根県人会 

  今回は「石見地区Ｂ」担当でした。 

 

☆１２月7日（木） 

・双樹学院へ平成２９年度第３回支援金を贈

呈しました。 

 

☆１２月初旬 

 ・平成３０年度の会費納入のお願いと上期行

事予定を発送しました。 
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  平成３０年（１月～７月） 

☆１月１３日（金） 役員有志 加茂川館 

 ・全国都道府県対抗女子駅伝島根県チーム激

励会に参加し、激励金を贈呈しました。 

 

 

☆１月１４日（日）随意 

・全国都道府県対抗女子駅伝を京都西京極陸 

上競技場、沿道にて応援しました。 

 

 

☆１月１１日（木）～２３日（火）随意 

・恒例の劇団前進座初春公演で「唐茄子屋｣

ほかを観劇 

  於 先斗町歌舞練場 

 

☆２月５日（水） 

 ・平２９年度会計監査を実施しました。 

   

☆２月中旬 

 ・児童養護施設「双樹学院」支援金募集 

 

☆２月２１日（水）２月期 三水会 

 ・平成２９年度決算報告 

 ・平成３０年度事業計画ほか 

 

☆３月１日（水） 

・双樹学院へ平成３０年度第１回支援金を贈

呈しました。 

※沢山の支援金ありがとうございました 

 

☆３月１４日（水）３月期 三水会 

  ・第１３回総会・懇親会開催について 

  ＨＰ「投稿掲示板」利用規約制定 

 

☆３月２３日（月） 

 ・松江市訪問 

（伊藤会長・井上副会長・竹谷事務局長） 

  松江市長様ほか面談、今年度の総会・懇親 

  会へのご協力をお願いしました。 

 

☆３月２８日（水） 

 ・第１３回近畿松江会ゴルフ大会 

１７名参加 優 勝 田中繁法さん 

        準優勝 別所祐志さん 

        ３ 位 下濱敏弘さん 

 

☆４月５日（木） 

・第５１回近畿島根県市町村人会親睦ゴルフ 

大会に出場しました。 

 

☆４月１８日（水）４月期 三水会 

・総会、懇親会式次第等検討 

 

☆５月９日（第２水）５月期 三水会 

・総会、懇親会景品、招待者確認 

 

☆５月２３日（水）５月期 総会直前三水会 

・総会・懇親会 役割分担等確認 

 最終参加者確認 

  

☆５月２７日（日） 

第１２回総会・懇親会開催 
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総 会 公 演 ＆ 講 演 

（バイオリン演奏とトーク） 

朝枝信彦氏（伝統的なヴァイオリン奏者） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（音楽監督・元マンハイム国立劇場管弦楽

団コンサートマスター） 

（曲目）バッハ作曲 無伴奏バルティータ

№３ ホ長調から、プレリュードほか。 

 

 

■報告者 常任幹事 渡辺 悟（北田町） 

 “音楽の父”バ

ッハの孤高の調べ

と合間の講演と―

―。いつもと違う

形で進行した総会

公演。朝枝信彦さ

んの伝統的奏法と、

世界的バイオリニスト、フリッツ・クライ

スラーが愛用したバイオリン（1780年代制

作）とのコラボによってホテルの宴会場は

コンサートホール並みの音に満たされまし

た。その一端を「音楽抜き」でご紹介しま

す。 

 

 

【演奏】バッハ作曲無伴奏パルティータ第

３番ホ長調『プレリュード』 

 

 先月、神戸の教会でコンサートを開きま

した。松江クラシックス音楽祭のアウトリ

ーチ（訪問演奏）の一環だったのですが、

神戸新聞に（告知記事が）載ったからでし

ょうか、演奏後、楽屋に二人の女性が見え

て、「私たち松江出身です」と・・・。本日

も松江出身の皆さまにお会い出来き、大変

うれしく、光栄に存じている次第です。 

若いころ日本を離れ、家族をドイツに置

いて、演奏旅行を続けています。さすらい

の身としては、魂のアイデンティティーが

松江にある皆さんがうらやましい限りです。 

ご縁が出来たのは 4年半前。軽い心筋梗

塞を起こし、造影剤アレルギーでカテーテ

ルをやってもらえなかった。松江に住む30

年来の友達に相談したら、お灸の名人がい

ると。 

灘町の障がい者福祉施設「白潟ハウス」

の一室に通い続けました。療養は 3カ月。

黙っていたのですが、音楽家であることが

ばれ、山陰フィルハーモニーの人たちと親

しくなって、コンサートをやり始めたので

す。10人前後の、プライベートな場での催

しでした。 

美しい町松江と、そこに住む人たち。音

楽に関しては単に趣味ではなく、情熱をも

って、何かを開示し、啓蒙し得るものを目 
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指している人たちでした。それならば、私

が受け継いできた伝統を伝えることが出来

る――、それが始まりでした。 

 

【演奏】『ガボット』 

  

松江クラシックス音楽祭は今年で 4回目。

中学生から私くらいのベテランまでが参加

しています。松江城のコンサートではビバ

ルディの四季、モーツァルトのアイネ・ク

ライネ・ナハト・ムジークをプロの助けな

しで演奏出来ました。驚くほどのレベルア

ップです。 

 日本でよく聞くのが、ウィーンフィルは

聴くけど、日本のオーケストラは聴かない

わ、という言葉です。そんなとき私は言う

のです。ウィーンフィルは帰ってしまうで

しょ。帰ってしまえば、日本の文化になり

得ないでしょと。 

 ドイツのマンハイムにもウィーンフィル

は来ます。地元の人たちは平服で聴きに行

きます。一方、自分たちのオーケストラは

正装して出かけます。ウィーンフィルが格

上であることは承知のうえで、地元のオー

ケストラを応援するのです。 

 松江クラシックス音楽祭は、よそから、

東京から、外国から呼ぶのではなく、地元

が一緒につくって、発見する祭です。そう

いう催しはおそらく松江が初めてでしょう。 

 今秋から街角コンサートを開きたいと考

えています。市役所とか市民病院とかで、

たとえば第１金曜の正午から30分、無料で

演奏する。会場のどこかにワンコインくら

い寄付してもらうカゴを置いてもいいでし

ょう。昼休みにハイドンの弦楽四重奏を聴

いて職場に戻る。そんな生活が定着したら

……。私の夢です。 

 

 

【演奏】『ジーグ』（終曲） 

 

■会場からの質問、 

「心洗われる演奏、ありがとうございまし

た。朝枝先生の伝統的な奏法とは具体的に

はどんな奏法なのでしょうか」 

 

 現代奏法は、1960年代に世界を制覇しま

した。機能性を重視し、リスクの少ない奏

法です。何を弾いても同じ音といえます。 

 

【演奏】『バッハ不朽の名作シャコンヌの一

節』を、まず現代奏法で、次に伝統奏法で

披露。 

 

 ご覧の通り、現代奏法では手がほとんど

動きませんでした。ところが、伝統奏法は、

曲の低音部は、オルガンの低音部、つまり

ペダルを足で踏んで出す低い音を発想して

曲を書いたとの解釈に立って演奏するわけ

です。だから、指がずいぶん動きましたね。

その分、失敗する確率は高くなります。 

 音楽家、作曲家の精神に奉仕するか、機

能性を重視するか。これが伝統奏法と現代

奏法の違いです。お分かりいただけました

でしょうか。 

（大きな拍手） 



~ 17 ~ 
 

寄稿集 “松江だんだん” 

会報のニックネーム「松江だんだん」にちなみ、

「松江に“だんだん”する」ページをつくりました。 

わが町・わが村・・を「語る」内容でも、「思い出」

でも、「思い」でもすべて可とし、今年も下記の

方々に、謂わば町内代表としてご寄稿をいただき

ました。 

皆で語り継ぐ企画ですから、町内リレー大会の

ように、次号はあなたにバトンがいくかもしれま

せん。その節はよろしくタノンマスケンネ。 

（掲載は、町のアイウエオ順） 

 

 

■石橋町 

「石橋町の思い出」 

吹田市 田中裕子 

 

私は、石橋町で生まれ

て高校卒業まで過ごしま

した。みどり幼稚園、北

堀小(現在は城北小学校)、

一中といずれも家から近

く、昔は学校の先生が、

それも沢山の先生が町内の借家にお住まいで、先

生の宿直があると先生の着替えとお弁当を持って

行くお手伝いがありました。 

学校では「先生」と言い、家では「おじさん」

と言っていましたので、中学生の時に学校で各ク

ラスが色々な授業風景を先生の研修に使われると、

私のクラスは音楽でしたが、出席番号順に二人ず

つ着席すると、私の旧姓は矢野でアイウエオ順で

は後の方でしたので隣が空席になり、そこへ次々

に先生方が着席されてとても緊張しました。 

そんな中でも聞き覚えのある声で 近所のおじ

さんが「裕ちゃん」と声かけてくださり、授業が

終わると、音楽の先生から授業中のおしゃべりを

注意されて「町内のおじさんです。」と言ったら、

なんと後から他校の先生だったことが分かったと

いう少し恥ずかしい思い出もあります。 

石橋町には、大きな井戸が一丁目、二丁目、三

丁目とそれぞれにあり、おいしいお水を使った日

本酒の酒蔵が二丁目に「都の花」、三丁目に「李白」

があり、二丁目の酒蔵はなくなりました。 

お豆富屋は、年配の方から三軒あったと聞きま

したが、私の記憶では一丁目に二軒ありましたが

今では久木豆富店のみとなりました。他には出雲

蕎麦の「きがる」、お漬物の「井上商店」、 お醤

油の「森山醤油店」がありまして町内には木桶や

木樽を作る家もありました。 

 おいしいお水を利用して、色々な食品が出来上

がるには、材料を昔は三丁目の児守稲荷神社の裏

や原田酒造(都の花)の裏から久木豆富店へ右に曲

がって続く水路を船で運んでいたそうです。これ

は、きがる蕎麦の駐車場工事時、「船停まり」が出

て来たそうです。船は奥谷町でUターンしてまた

石橋町へ水路を通っていたそうですが、私が子供

の頃の水路はドブ川でした。 

今では、町内の風景も千手院下の大火災により

大きく変わりましたが、松江に帰る時は、いつも

兄夫婦宅にお世話になり 高校の恩師宅でもある

千手院へ遊びに行くのに、森山醤油店の「もろみ」

の臭いが、「ああ、松江に帰った」と実感します。 

 千手院の高台から見る松江城は、とても好きな

景色ですが、子供の頃は私の年代から子供の人数

が減り始め、家の中で妹と遊び、外遊びで千手院

の桜のお花見や夏は地蔵盆、クリスマスツリーの

モミの木の枝切や雪の季節は緩やかな坂でソリ滑

り、春休みには雛菓子の「花もち」作りに椿の葉

をいただきに行きました。はっきりと見えた松江

城も残念ながらビルが多くなりました。 

 新しいニュースでは、森山醤油店の右側道向い

の綿貫家が東茶町の國暉酒造と共に松江市の文化

財に指定されました。 
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小、中学校校区に慣れ親しんでいた松江城が、平

成27年、国宝に指定された時に、ご縁がありまし

て近畿松江会に入会後、「松江観光大使」を引き受

けましたが、近畿地方に松江出身の方が 沢山活

躍されていますので、誇りに思いますし、総会等

参加する度にお知り合いの方も増えて楽しく、松

江の事で知らない事も多いので 日々勉強しなく

てはと思います。 

 

■宍道町 

「思い出すまま 二題」 

            篠山市 木幡晃正 

 

１．「宍道湖の呼称と湖」について 

出雲国風土記によれば、

大国主命が猪狩りで猪を

追い込んだ時、何故か、

天の意思か、その猪が石

像化したとのこと。この

猪の通った道（ししじ）

が転じて、宍道（しんじ）

となったとのこと。 

因みに、江戸時代にこの「宍道」の地名が、「宍

道湖」湖名の由来になったとのこと。宍道湖は、

周囲約45㎞、日本で第7番目の大湖です。農地確

保や空港用地確保のための干拓前は、約50㎞でし

た。 

1/10の汽水湖で、魚種は「ゴビウス館」見学で

分かるとおり大変豊富です。「宍道湖七珍」は７つ

の珍味で、スズキ、モロゲエビ、ウナギ、アマサ

ギ、シラウオ、コイ、シジミです。頭文字を取り、

スモウアシコシ（相撲足腰）と覚えます！ 

私の松高・北高時代は、宍道湖一周マラソンが

毎年ありました（陸上部員はその間、県営グラン

ドで、ひたすら練習でしたが）。質実剛健、文武両

道の伝統ある校風は、今も北高生へしっかりと継

承されています。 

 

2．「宍道の地と思い出」について 

宍道は松江市と出雲市の中間にあり、又、山陰

線と奥出雲・広島への木次線が交差する地点。さ

らに、北に大湖「宍道湖」を控えた陸・うみ・山

の路の要衝の地です。子供の頃、「宍道丸」等の大

型船も浮かび稼働していました。 

約450年前、本家「木幡家」は、京都宇治木幡

の地からの転地に当たり、尼子氏を頼り、出雲に

至り、深い考察のうえ、宍道の地を選ばれ定着さ

れたものと、私は推察致します。陸路と水路の要

地、人・物・財・情報の交差点です。すなわち、

戦略的な適地でありました。 

そのため、後に、宍道は宿場町として栄えまし

た。江戸時代には松江藩主が領内視察や出雲大社

参詣の途中に休憩される場所であった本陣宿とし

て重用されました。現在、唯一「八雲本陣」が国

の重要文化財として長く維持保存されております。

その労苦は大変なものです。 

私は、宍道駅前の家で生まれ、宍道小・島根大

学附属中学・松江北高卒業まで出雲の地で育てて

頂きました。ＮＴＴ就職後、23歳での私の結婚式

は、「八雲本陣」で、母方の繋がりの境港「米助」

呉服店の足立ご夫婦が仲人で執り行われました。

仲人の木幡久右衛門吹月翁とは、「やあ！・お！」

の仲の友人でした。奥様は上品な色白の美人でし

た。 

あの屋敷の大広間で、松江名誉市民の吹月翁か

ら、顔よりも大きな朱塗りの大杯で、「ミツマサ、

ほらグッと飲め！」となみなみと祝い酒をついで

頂き飲み干しました。あの豪快で温かい笑顔・人
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柄は本当に懐かしい思い出です。 

今年の5月1日に、3人の子供達が「金婚式」

のうれしいお祝いをしてくれました。あれから50

年の時が流れたのですね。まさに「光陰矢の如し」

を実感しました。 

松江から30分、宍道へ行かれるなら、八雲本陣

と木幡山荘、蒐古(ｼｭｳｺ)館はセットですね。本陣

から車で5分と近く、吹月翁の歴史と自然への温

かな美意識が味わえます！（月曜休みです） 

ここで、ペンを休め、皆様のご健勝をお祈り致

します。 だんだん！ 

 

■玉湯町 

「玉造温泉街の思い出」 

茨木市 永瀬丈嗣 

 

私の出身は、玉湯町

（旧八束郡）の玉造、

JR松江駅から見れば

ちょうど玉造温泉行き

バスの終点の近くにな

ります。玉湯幼稚園・

玉湯小学校・玉湯中学校・松江南高校と、毎日の

ように玉造温泉街の端から端まで横断しながら通

学し、育ってきました。 

「あなたの郷里の思い出は何ですか？」と問わ

れれば「玉造温泉街の変化」であります。私の頭

のなかにある温泉街の変化を、思いつくまま書き

たいと思います。 

玉造温泉街の中心には、大きな川ではないです

が、「玉湯川」が流れております。「玉湯川」と言

えば「玉湯川桜並木」でしょうか。玉湯川の桜並

木は全国的にも有名なようで、桜開花状況の Web

サイト・島根県版を見ると、「松江城山公園の桜」

と並んで掲載されております。 

ただ、私は、玉湯川でひたすら魚を取って川遊

びをしていた身なので、桜並木よりも、コンクリ

ート護岸が最初に頭が浮かびます。護岸のどのあ

たりに魚が住んでいて、どのあたりに網を入れれ

ば魚が取れるかといったことが、小学校時代の大

切な秘密であり、今でも覚えております。 

私が高校を卒業するまでは、コンクリートで固

められた川であったのですが、今では自然環境を

活かした河岸・散歩道が整備され、素晴らしいも

のになりました。写真は、私が大阪の大学で博士

過程に在籍していた時に撮影したものですが、そ

の変化がとても嬉しかったことを覚えています。 

温泉街・護岸工事されたあとの玉湯川の様子 

2002年5月撮影 

ただ、コンクリート護岸の時代には川辺を歩く

観光客の方はおらず、魚取りをしていても誰にも

怒られなかったのですが、今では皆の散歩・憩い

の場になってしまったので、自分の子供には玉湯

川で魚取りをさせてあげることは出来ないと考え

ております。それでも、とても素晴らしい変化で

あると思っています。 

玉湯川を挟んだ道路は、真っ黒なコンクリート

ではなく、ブロック舗装になり、温泉街を楽しみ

ながら散策できるように変貌しました。温泉街の

お土産屋さんも、最近の若い人向けのお洒落なお

店になってきました。 

最近では、温泉街のはずれにある「玉作湯神社」

も観光地として有名になって、なかでも私が子供

のころは何げなく神社に置いてあった石が、「願い

石・叶い石」として進化をとげ人気の観光スポッ

トになっていると聞き、びっくりしている限りで

す。 

帰省するたびに、どんどん整備され、良い方向

で変化しつつある玉造温泉の姿に驚かされるばか

りです。 

身内びいきのようですが、玉造温泉はいまや近

畿の代表的な温泉街、例えば「有馬温泉」・「城崎

温泉」などにも負けない存在になっているのでは

ないでしょうか。Google検索で「たまなび」と打

ち込めば、玉造温泉の最新の情報が得られます。 

玉造温泉出身の私としては、近畿におられる皆

様にむけてのお願い、すなわち、「ぜひ玉造温泉に
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宿泊・遊びにきてください」の言葉で締めくくり

たいと思います。 

 

追記：大阪北部地震、平成30年7月豪雨で被災

された方も多くおられると思います。さらに「災

害級」とも言われる猛暑の年となっており、ご心

労が絶えないことと存じます。 

私も茨木に住んでいて地震の被害にあいました。

今でも子供の通学路にはブルーシートが屋根にか

かっている家やヒビの入ったブロック塀があり、

いまだにその爪痕が残っていることを実感してお

ります。 

被災された皆様にお見舞い申し上げますととも

に、一日も早く普通の生活に戻れることをお祈り

しております。 

 

■天神町 

「天神町と天満宮への思い」 

西宮市 長谷川浩之 

(白潟天満宮権禰宜／公認会計士) 

 

「うちは松江の中心

だ」、ずっとこう思ってい

た。私の少年時代である

約40年前なら、頷いてく

れる人も多かったのでは

ないだろうか。何しろ、

家の周りに松江じゅうか

ら人が集まってくる。 

私は、白潟天満宮の明治以来の宮司家に生まれ、

「天神さんの子」として過ごしてきた。 

小学生のころまでは、天神町はにぎやかだった。

Amazonのようにあらゆる買い物ができ、服・本・

レコードなど流行の発信地でもあった。映画館で

映画を楽しむ大人もまだ多かったし、私たち子供

はおもちゃ屋や駄菓子屋に集まり、天満宮境内の

巨大な松の根っこをベースに、日が暮れるまでゴ

ロ野球をした。たこ焼き屋のおばちゃんに時刻を

聞くと決まって「去年の今ごろ」ととぼけた返答

が帰ってきたのが懐かしい。 

私は、歩行者天国で好きなものを買ってもらえ

る土曜夜市が一番大好きだった。「今日はやるよ」

と打ちあがる予告の花火が本当にうれしかった。

もちろん皆さんご存知の夏祭りには隙間もないほ

どにたくさんの露店が出て、昼は友達とスーパー

ボールやヨーヨー釣りもしたが、何と言っても楽

しかったのは「型ぬき」だ。晩には拝殿にたくさ

ん友達を呼んで神楽を見るのが大好きだった。子

供だったからかもしれないが、住んでいて楽しい

町だった。 

ところで、今、県立美術館を入って左奥に「強

く正しく」の巨石があるが、ご存じない方も多い

だろう。かつてそこにあり、私が通っていた白潟

小学校の校訓の碑だ。毎日、廊下から一面に、四

季折々違う宍道湖と嫁ヶ島が見渡せ、水面の向こ

うからは松江城も温かく見守っていると思える素

晴らしい校舎だった。 

そんな校舎での6年間を与えてくれた松江市に

は感謝しており、その校舎が取り壊され美術館と

して地域の財産になっていることはうれしいが、

卒業生としては一抹の寂しさをぬぐえない。 

さて、一気に時代は遡るが、松江開府以前から

白潟の町はあり１６世紀の明の文献にも出てくる。 

堀尾吉晴公は新しい城下町の都市計画において

白潟の地を商業経済の中心として整備するに当た

り、その地を俯瞰したところ、鬼門に当たる売布

神社の対角線の裏鬼門を守るものが必要だと考え、

月山富田城内におまつりされていた天満宮をそこ

に奉遷された。 

それが白潟天満宮であり、その後も代々藩主に

より崇敬を受け、また廃藩後は松江市民を始め広

くの崇敬者によって維持されている。つまり白潟

天満宮はそもそも城下町松江の守り神であり、だ

からこそ市民を挙げて支えてきた神社である。 

松江はお城周辺など観光客受けする風景の保全

には熱心だが庶民の風景にはスポットは当たらな

い。行政、経済、交通、長い間にいろんな力を受
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けて小学校も病院もデパートも消えた。  

小さいころに親しんだ白潟の風景はこの 40年

で大きく変わった。もちろん、今も夏祭りは変わ

らず賑わっているし、天

神町にはまだ多少は商店

もあるが、40年前とはち

がい、松江の真ん中でも

なく、普段は楽しい町で

もない。人も集まらず経

済力もない。 

しかし、天満宮は変え

てはいけない。近畿に出

られた松江の皆さんにもそう思っていただけるの

ではないだろうか。堀尾公の据えられた街の守り

神である白潟天満宮は、氏子が存在せず、みんな

で守らなければならない。 

40年ほど前の昭和52年の御遷宮で修理しなか

った部分の損傷が、参拝者の安全にかかわるほど

に激しくなってきた。2020年に向けて再び御遷

宮・社殿修理を計画している。「天神さんの子」、

いや天満宮権禰宜として、近畿松江会の皆様から

のご支援をぜひお願いしたい。 

⇒ http://shirakatatenmangu.com/sengu/ 

 

■和多見町 

「私の大好きな和多見町」 

         大阪市西区 古浦信弘 

（山陰合同銀行大阪支店） 

 

私は松江市和多見町で生

まれ、3年前に実家の隣

に新居を構え、和多見町

に住み続けています。現

在は仕事の関係で大阪に

て単身赴任の身でありま

すが、月に1回～2回は和多見町に帰り、家族と

楽しい休日を過ごしています。 

 私が転勤族であり、和多見町以外（鳥取県境港

市、兵庫県尼崎市、松江市上東川津町）にも住ん

でいましたが、結局安住の地として選んだのは和

多見町でした。 

なぜ、和多見町なのか。やはり、生まれ育っ 

た町に帰りたいという気持ちと、和多見町に住む

方々との関わりが大好きであり、必然的に和多見

町に戻りました。 

家を新築した際も町内のみなさんに、「よく 

帰ってきたね」、「良いことをしたね」と歓迎され、

妻や子供たちも優しく接してもらい、「近所付き合

い」という言葉がまだまだ残っている町であると

実感しています。 

町内、地区行事（和多見町チームとして参 

加）も沢山あります。地区運動会 グランドゴル

フ大会、月1回の町内清掃、新年会等の各種飲み

会等々、中でも最大の行事は和多見町として3年

に1度参加している鼕（ﾄ゙ｳ）行列です。お世辞

にも和多見町の鼕は上手とは言えないものでは

ありますが、和気藹々の雰囲気の中で、皆が楽し

そうに叩いています。和多見町は鼕の基本である

「しゃぎり」という叩き方しかできません。その

他に「早打ち」、「ミタミタ」という叩き方もあり

ますが、昔から「しゃぎり」のみのスタイルを貫

いているのも味があると思っています。個人的に

はリズム良く、上手に叩いているつもりです

が・・・第三者の意見は気になるところです。 

大好きな和多見町も徐々に変わりつつあります。 

大橋川拡幅に伴う立ち退きが始まったからです。

和多見町の北側、北西側が対象で、松江中央水産

物卸売市場も対象となるようで、数十件の家屋が

今後壊されるようです。街づくり、災害対策の一

環であり、理解はしていますが、慣れ親しんだ町

並み、住人がいなくなるのは寂しい限りです。 

ただし、残った住人の生活は続くわけで、もっ

ともっと和多見町を盛り上げていかなければなり

ません。和多見町のシンボル的な存在である「賣

布（ﾒﾌ）神社」、ワッフルの美味しい「ウエダ洋菓

子店」、何よりわが家は残ります。どのような町並
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みに変わろうが、古き良き和多見文化を受け継い

で行けたらと思っています。 

最後に、みなさんも松江に帰省の際は、和多見

町に立ち寄って見てください。また、鼕行列で和

多見町が参加する時は見に来て下さい。練習は本

番2週間前くらいから、大橋川沿いで（19時開始）

行います。是非、鼕を叩きに来て下さい。 

 

寄 集  “方言だんだんを考える” 

枚方市 佐和田 丸 

 出雲方言だんだんは、出

雲地方出身者にとってなじ

み深い言葉です。 
ルーツはどうなのか、すこ

し気になって、後学のため

字引をひいてみました。 
 それによると、もともとは京都の花街で使われ

ていた言葉でしたが、ある時、遊里から遊離して、

広く西日本各地に広がり一般家庭で使用されるよ

うになった。そして、今なお使われているところ

もあるし、使われなくなったところもある。また、

違う意味に転用されるようになったところもある、

とありました。 
 私が把握している今なお使用されている地域は、

出雲、愛媛県伊予、米子（だんだんバスがあると

のこと）、熊本県人吉地方、宮崎県椎葉村（産物に

だんだん納豆がある）、鹿児島県、福岡県などです

が、その他にもしぶとく残り、使われているとこ

ろがあるような気がいたします。新潟県十日町市

では、市報の題名に「だんだん」が使われている

とのこと、当会の会報と同名で微苦笑を禁じ得な

い。それだけ良い名前で場所が変わってもみんな

同じことを考えるということでしょう。中でも最

も良く使用されているところが出雲地方といえる

でしょう。 
 出雲に準ずるのが伊予地方ではないかと思いま

す。理由は、いつでしたか愛媛県で何かの全国大

会が開催された際、当時の県知事が、皆さん、全

国各地から集まってくださって、だんだん、だん

だん。皆さんは、だんだんというと出雲方言と理

解しておられるかもしれませんが、同時に伊予方

言でもあるのです。地元へお帰りになりましたら、

ぜひこのことを吹聴してくださいますようお願い

しておきます、と、挨拶されたとことがあったと

聞いております。 
 また、私宛、愛媛県の物産業者から、だんだん

便と名付けてカタログを送ってきたこともありま

した。それには、だんだんとは、伊予方言であり

がとうという意味ですと付記されていました。 
 （本稿は、島根県遣島使 メーリングリストに

投稿したものに、若干加筆補正したものです。） 
  
 

方言の分類と“しま弁”コーナー 

しま出身 竹谷 奬 

佐和田さんから貴重な投稿をいただきましたので、 

全国の方便の分類を調べてみました。しま弁は概ね 

北部出雲方言の短音型に属しているが、地理的に見 

て夜見が浜（弓が浜）に近接しており、古くからそ 

の方面との往来があったためか、伯耆方言の影響が 

深く、ことばの抑揚の極似している点も多い。一言 

でいえば、その特異な地域性と歴史性に培われて独 

特な発達経路を辿ったものと思われる。 

下表を含め八束町誌より引用 

しま弁をひとつ 

   ・わーがこめときからすいちょったけん  

おらとえっしょねなってごしぇやい 

・えで 

（めでたしめでたし） 
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平成３０年度 役員名簿 新役員 

顧   問         田運三郎（雑賀町・雑賀小学校） 

会   長        伊藤 征治（北堀町・北堀小学校） 

副 会 長        小川 龍朗（島根町・加賀小学校） 

副 会 長        井上 隆吉（上東川津町・川津小学校） 

幹事長兼事務局長     竹谷  奬（八束町・八束小学校） 

副 幹 事 長        井上 芳子（石橋町・北堀小学校） 

副事務局長（兼ゴルフ担当）内部  茂（東朝日町・中央小学校） 

常任幹事 （地域担当）  押田 良樹（大庭町・雑賀小学校） 

常任幹事 （地域担当）  木村 恵吉（雑賀町・雑賀小学校） 

常任幹事 （地域担当）  武田 貞雄（雑賀町・雑賀小学校） 

常任幹事 （広報担当）  松本 耕司（上本庄町・本庄小学校） 

常任幹事 （地域担当）  渡辺  悟（北田町・付属小学校） 

常任幹事 （地域担当）  木幡 晃正（宍道町・宍道小学校） 

常任幹事 （地域担当）  田中 裕子（石橋町・北堀小学校） 

常任幹事 （ＨＰ担当）  鶴羽 孝子（西持田町・持田小学校） 

常任幹事 （広報担当）  茂居理智子（竪 町・雑賀小学校） 

監  事         木原  貢（宍道町・宍道小学校） 

監  事         吉川 栄司（広瀬町・山陰合同銀行大阪支店長） 

                       以上１８名 
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事務局から ”お知らせ“ 

近畿松江会にご支援・ご協力いただきありがとうございます。 

 今年度の第13回総会・懇親会はニューオオサカホテルで開催致しました。 

 参加者は目標の 100名に少し足らず残念に思いました。今後とも一層のご支援を賜りますよう

お願い申し上げます。現在会員総名簿数は294名、入退を重ね159名となっています。   

さて先日お知らせしましたが来る１１月１０日（土）に第５６回近畿島根県人会総会・懇親会

を当会会長伊藤征治が実行委員長として開催します。まだ間に合います。事務局までご連絡くだ

さい。また、来年は松江市訪問ツアーとして総会を松江市で開催、ホーランエンヤを近畿松江会

専用席にて観覧します。予約申し込み締め切りは１２月２５日です。お送りしましたハガキにて

お早目にお申込み下さい。 

会 員 の メ ー ル ア ド レ ス 登 録 に つ い て  

各種情報やホームページの更新などいち早くお伝えいたしたく、会員各位のメールアドレ

スの登録をお願い致します。アドレスは携帯電話・スマートフォン・パソコンいずれも結構

です。登録は下記    へアクセスしてください。（アドレス変更時も連絡ください） 

近 畿 松 江 会 ホ ー ム ペ ー ジ に つ い て     http://www.kinki-matsuekai.jp/ 
昨年度より鶴羽孝子常任幹事がホームページ担当となり、日々情報を発信しています。 

ホームページお知らせ欄に『会員作品コーナー』を設置しました。木村恵吉常任幹事より季節

季節の写真を投稿していただいていますが会員の皆様も絵画・手作り作品・ガーデニング等々発

表してください。「松江で見つけたこんなもの」なんかもいいですね。 

作品画像の送り先はコメントを入れて   osktake@ff.iij4u.or.jp   まで 

＜ 編 集 後 記 ＞ 

「今までに経験したことのないほどの・・」、「命の危険に関わるほどの・・」、という言葉を、この夏は

何度聞いたことでしょう。日本列島が悲鳴をあげたこの夏でしたが、会員の皆様にも被害や影響を受

けられた方が多数いらっしゃることと存じます。心よりお見舞い申し上げます。 

その心おだやかならぬ日々に編集をしていましたが、総会での朝枝信彦先生の心あたたまるお話

や清澄なバイオリンの音を思い出し、また、寄稿集“松江だんだん”にご投稿いただいた５名の方の

ふるさとへ寄せる思いを読ませていただき、「松江はいいなあ」と、心の落ち着きを取り戻したりしてお

りました。皆様も是非ご一読ください。 

来年は１０年ぶりに「ホーランエンヤ」が行われ、松江会の重要な行事としてふるさと訪問ツアーも

予定されています。慶安元年（1648 年）に大きな凶作があり、松平直政公が五穀豊穣を祈願する祭

礼を行ったのが起源と言われていますが、ホーランエンヤは漢字では「宝来遠弥」とも「豊来栄弥」と

も書かれるようです。私も来年が災害の少ない年であること祈願しなければとツアーに参加しようと思

っていますが、多くの皆様のご参加をお待ちしております。 

最後になりましたが、会報を漸くお届けできてホッとしております。いつもながら、すべてのまとめを

いただきました竹谷幹事長には心より感謝を申し上げます。 

 9 月１７日 広報担当 松本耕司（上本庄町） 

 

           



 

 

 

明々庵より国宝『松江城』を望む 木村恵吉常任幹事の投稿写真を掲載しました。 

今年は不昧公（松江松平藩７代藩主 松平冶郷）２００年祭が開催されています。不昧公ゆ

かりの明々庵からの展望です。お濠を挟んでお城と同じような標高となりますが、不昧公

は庵へ徒歩？駕籠？どちらでお越しだったのでしょうか。（写真：明々庵） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

近畿松江会役員は松江観光大使の名刺を携行しています。この名刺を下記施設に提示しますと

そのグループの皆さんが各施設の所定の割引料金で入場できます。役員へお声掛けいただき、

入手のうえ松江にお帰りの際にご活用ください。（名刺例：P-30 広告２段目松本常任幹事） 

     ○松江城  ○武家屋敷  ○明々庵  ○松江歴史館  ○ホーランエンヤ伝承館 

     ○堀川遊覧船  ○松江フォーゲルパーク  ○小泉八雲記念館・旧居   

     ○島根県立美術館 ※１  ○松江旅館ホテル組合加盟施設 ※２ 

             ※１ 島根県立美術館は名刺持参者に限る 

             ※２ 松江国際観光案内所での予約者に限る 

             松江国際観光案内所 TEL 0852-21-4034 JR 松江駅前 
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